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日本の回教工作と民族調査
一 戦前 ・戦中期の内モンゴルを中心 として 一
澤 井 充 生
1は じめに
本稿 は、戦前 ・戦中期1)に日本軍部が中心 となって展開した回教工作2)と実
質的には回教工作の一環 として実施された民族調査の意味について考察する予備
的考察である。本稿では、まず、 日本の植民地・占領地における回教工作の方針・







路2011]。また、戦前 ・戦中期に日本人が中国で実施 した現地調査 も多 く、華北
地方の農村慣行、家族 ・親族、同業組合などに関する実態調査がその資料的価値
を高 く評価されている[e.g.仁井田1944,1951;中国農村慣行調査刊行会1952]。














多 くがすでに他界 していることが大 きな要因なのかもしれないが、日中両国で「歴











史的記憶を醸成する重要な空間であ り、周囲の漢民(漢 人)と は明 らかに異なる
生活世界である。日本の中国侵略が本格化 した後、1932年3月満洲国、1937年














理 して全体像を把握する。その次に、 日本人が蒙彊政権下で実施 した民族調査 を

















おける工作 と中国における工作 とに分類 し、それぞれの特徴を簡単にまとめてお
く。






を考慮 したうえで、 日本軍部は、帝政 ロシアに反発 していたタタール人アブデュ




協会が結成 されたが、会長には林銑十郎(陸 軍大将、元総理大臣)が 着任 した。































































































































































































































有力者 との接触 を行っていた。川村狂堂は1910年代に中国(新 艦あるいは四川

















を展開し、内モ ンゴルを中華民国から分離 させ ようとしていた。 こうした一連の
工作を進めるなかで 日本軍部関係者が中国各地で遭遇 したのがムスリム(主 に回






西北回教聯合会の前身は、張家口の回教会(会 長:李 郁周)と 帰繧城(厚 和)
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英が就任 した。曹英は厚和で徳厚堂を経営する有力者(か つ宗教指導者)で あっ
た。新たに成立 した西北回教聯合会の顧問には日本人ムスリムの小村が着任 し、





与 していた日本人たち8)が内モ ンゴルの包頭へ派遣 されて清真寺や学校などで










四郎であ り、 日本軍部の意向にそった形で組織 ・運営された団体であった。1934




善隣協会には回民部(部 長:土橋一次)が 部門として設置されてお り、回民に特
化 した政策・工作が実施されていた。回教工作を企画 したのは野副金治郎である。




















































































































































































































































































































































































第6期 生では鵜川龍一 となってお り、少なくとも計18名が回教工作に何 らかの
形で関わっていたと考えられる。小村不二男の 『日本イスラーム史』の巻末に添







などでイスラームに改宗 した日本人が現れた。 日本人ムスリムの多 くが回教工作






た。小村は1988年に 『日本イスラーム史』11)を出版 し、自分の体験 ・経験談を
具体的に記述している[小村1988]。戦後、小村は日本におけるイスラーム団体
の設立 ・運営 ・宣教などの諸活動に関わる一方、戦前 ・戦中期の回教工作の関係








オスマン朝の トルコで改宗。アブ ド ・アル=ハ リーム。
最初の日本人ムス リム。1904年逝去。














































佐藤 甫 1887年熊本県生 まれ。







イ ンドで改宗。ムハ ンマ ド。
























































1937年11月 長春か ら包頭へ行 き、有力者に接触。
その後、 日本に一時帰国 して改宗?ム スタファ。
1938年12月 西北回教聯合会の設立。顧問に就任。
1939年秋 蒙彊 回教徒訪 日視察団を日本へ案内。









松林 亮* 1921年頃?改 宗。イス ラーム名 は不明。
右翼 の活動家。皇国史観の影響 あ り。




1937年頃 シベ リア経由で京城へ亡命 した タタール人と接触。
※京城に臨時礼拝所あ り。






















1937年メッカ巡礼 を志す も紅海に投 身自殺。
※同行者:鈴 木剛、細川将、榎本桃太郎、郡正三。
郡 正三* 出生年不明。
改宗時期 も不明。ムハ ンマ ド・アブ ドゥワリー。
1934年メッカ巡礼。
同行者:鈴 木剛ムハ ンマ ド・サーリフ。
細川将ムハ ンマ ド・アブ ド・アル=ナ イム。






























②年号 ・時期については 『日本イスラーム史』を参照 したが、小村自身による




















































































































































































は、父親の小林由太郎 もムスリムで、主に朝鮮半島で亡命 タタール人と接触 して






吉林省長春)か ら蒙彊の包頭へ行き、回民の有力者に接触 しなが ら回教工作の準










本軍部の働 きかけによって実現したのだが、小村 も全面的に協力 していた。蒙彊
























が、1941年冬に会館内で発生 した利用者の トラブルをきっかけに辞職 したにも
かかわらず、小村の依頼を拒否できず、回教青年学校の会計 となっている[傳世
魁2001:209-211]。
1V中 国における民族調査一 回民の実態調査を事例 として














スラーム関連情報 を積極的に収集 ・分析 していた。このほかにも、1943年7月









政権下にくらす諸民族、例えば、モ ンゴル人、漢民(漢 人)、回民などを対象 と
した実態調査が蒙彊政権下で実施された。回民に関する実態調査としては、東洋
学史学者の岩村忍が責任者 を務めた回民調査が代表的なものであろう。岩村忍調
査団の回民調査は、1944年に民族研究所 と西北研究所の合同調査 とい うかたち
で行われた[中 生2000:238]。民族研究所は1944年5月、岩村忍、小野忍、佐










のインタビュー調査には西北研究所の藤枝晃(東 洋史学者)も 参加 している。調
査成果の一部は岩村、佐口、小野が戦後 に発表 したが[岩 村1949,1950;佐口






(1)長城線、の意義(2)接 触地帯(3)回 教徒集団(4)清 真寺





(1)人口の推定(2)西 北の影響(3)内 蒙古型 と華北型
(4)宗務者の系統(5)回 教徒集団(6)碑 記
第2章 清真寺 ・宗務者
(1)宗務者の種類(2)ア ホンの語義(3)ハ リファ(4)イ マム




















(1)郷老の機能(2)郷 老選挙 と任期(3)郷 老の本質
(4)シャイフとの類似性(5)指 導層 としての郷老団(6)郷 老支配
第5章 教派
(1)三個の教派(2)教 派間の紛争(3)教 派間の相違






















常に高かった。こうした 「純粋学問」的な調査 とは少し異なるのだが、善隣脇 会
も回民の実態調査を行っていた。蒙彊善隣…協会に調査部があ り、蒙彊政権下で回
民調査 を実施 し、1942年に 『蒙彊回教徒実態調査資料』(第1輯)を 出版 してい































『蒙彊回教徒実態調査資料』は第1輯 であり、それに続 く第2輯(職 業)、第3
輯(保 険衛生)、第4輯(居 住)、第5輯(被 服)、第6輯(食 物)、第7輯(社 会
組織)、第8輯(宗 教、教育)、第9輯(文 化娯楽)、第10輯(風俗習慣)も 出版
を予定されていたのだろうが、おそらく未刊のようである。少なくとも日本国内



















































はずだし、認めるべ きである。例えば、 日本の植民地 ・占領地 となった地域 を研
































日本人力了推行了"大 奈亜共柴圏",強迫回族上屠人士 赴 日本参規,即 組
銀所情的"規 光団"。他佃曽在厚和市姐銀三批人,釣15人 。其中,第 一批規光
者有曹世隼,第 二批有曹英。現筒述一下第一次組銀双光団的情況,
ee-一批赴日"規光団"事宜,転醸干1938年。日本特各美子太 田是具体操亦者。
他指定清真大寺教長栃期元和"徳 厚堂"掌 桓子曹万等5人 代表厚和市的伊斯差
教界和 民族人士到日本規光。太田的指令一下迭,清 真大寺的多老佃忙作一団。
当吋,栃 期元阿旬 已80多歩,経 不住長途的芳累,多 老佃　 日本不各,派 人連
夜将栃阿旬的"海 立凡"昌 翰林代替他。
再悦曹万,是 商場上的好手,"徳厚堂"的 商事是由他出謀剣策的,可 対政
治不感巣趣。他対周 固的人常悦 ・"交官貧,拮 客富,力 下和尚一道樹."日本人
一入厚和,硬給他戴了一頂"副 会長"的 帽子,令 他叫苦不迭。遠次規光,又 辻
他湊一紛子,遠 可把他給准住 了。曹万成天愁眉苦股,1司周不牙。一 日,太 田追
到清真寺 向他如何?曹 万併:"我的大几、二兀都出外作契雲去了,我 上有老,
下有小,実 在走不升。"他込想鑑鎮解粋,太 田大友雷鍵,用 手指着曹万悦3"祢
大大的不沢拾挙,我 伯 日本大帝国是辻弥イr]去双光,看看我伯国家的巣盛、富強,
祢力什広不去?"曹 万看太 田怒 目而視,急 忙鞍身回家.俗 活悦"秀 オ遇児兵、
有理悦不清。"看来,"商人"遇 児兵,也 是有理悦不清。曹万垂訣喪『,回 家和
老伴悦="今天鬼子又去 向我双光的事,込 没等我悦完,他 就胃胃例例,看 来我
遠次是逃脱不了了。"老板兄丈夫満股愁容,就 出主意3"称和他再悦悦,能 不能
派介核子替祢。"曹万一所也是,等 下次太田又去向他,曹 万耕3"願向先生,我
実在走不升,辻 我的几子去咀!"太 田二活没悦,只 崩出丙介字:"名字?"曹
万赴緊悦,"曹世柴。"他力什広如此痛快?后 来オ知道,張 家口己几次催促他,
速辻厚和的人出友。所完太田便走了,曹 万高巣地回了家 。一違家,兄 老伴及三

























































(曹家の人々)に は大きな発言権や影響力があった。このことは、 フフホ トで大
寺を中心 として回民のコミュニティが歴史的に形成されたことと関係 している。
結果、大寺が 「大坊」、ほかの清真寺が 「小坊」 と呼ばれるようにな り、イスラー
ムの年中行事や葬礼 を執 り行 う場合、小寺の人々が大寺に集合 し、行事を合同で
執 り行 う慣習ができあがった。日本軍が立ち去るまでは、大寺を管理していた曹







1980年代以降、曹家の家族 ・親族が大寺の管理運営権 を掌握 しているわけではな
い。そのかわ り、新興勢力(例 えば、党 ・行政とコネクションのある人々)が管
理委員会を組織 している。また、大寺とは無関係の清真寺が新たに建設され、そ


























を中心 とした研究が多 く、漢族以外の少数民族は研究対象から捨象 される傾向に
ある。例えば、満洲国や蒙彊政権下には漢族以外にも多数の少数民族が生活して
お り、 日本人が残 した現地資料が豊富 にある。 しかしなが ら、不思議なことに、
かつての調査資料を積極的に活用 した研究はさほど見受けられない。 日本の軍事
占領下、少数民族がおかれた立場を明 らかにすれば、 日本の植民地 ・占領地支配







1)本 稿でい う 「戦前」 とは太平洋戦争勃発前 を意味す る。
2)日 本 が東ア ジアや東南 アジアな どの地域に暮 らすムス リムに対 して展 開 した懐 柔策や宣撫 工作 に
は、「回教工作」「イス ラーム政策」「対 ムス リム工作」 な ど様 々な名称 が使 われ る。 当時 の懐柔策
や宣撫工作 を一貫 した政策あるいは工作 として捉 えることが で きるのかについては検 討の余地はあ
るが、本稿で は 「回教工作」 と表記す る。
3)本 稿 におい ては 「内モ ンゴル」 という地名の ほか、「蒙 彊」 とい う地名 も使 用す る。 この 「蒙彊」
とい う地 名は1939年9月に成立 した蒙古 連合 自治政府 の政権 下 にある地域(現 在の 内モ ンゴル 自
治区、山西省、河北省の一部)を 指す。
4)例 外 として、文化人類学者 の中生勝美が 「植民地人類学」 と して行 った一連 の仕事 は注 目に値す る。
中生 はこれ まで に民族研 究所 や西北研 究所の成立背景や民族調査の意味 を解 明 し、植民 地支配 と日
本人類学の関わ りに対 して検討 を加えてい る[中 生1997,2000]。
5)1949年10月に中華 人民共和国が成立 した後 、中国共産党 は、 それまでは 「回民」 と呼 ばれていた
漢語 を母語 とす るムスリムの集 団を 「回族」 とい う1つ の少数民族 と して正式 に認定 した。中華民
国期 と中華人民共和 国期 とでは 「回民」 や 「回族」 とい う概念の指す内容 は若干異 なるが 、本稿 で
は1949年以前 の場合 は 「回民」、1949年以後 の場合 は 「回族 」 とい う名称 を使用 する。ただ し、特
に厳 密に区別する必要がない場合にか ぎっては回民(回 族)あ るいは回族(回 民)と 表記する。
6)そ の代 表的な人物 として、亡命バシキール人ムハ ンマ ド・ガブデュルハイ ・クルバ ンガ リー(1889-
1972)の名を挙げる ことがで きる。 クルバ ンガ リーはロシア革命後、満洲 に亡命 し、ハ ルビ ン特務
機 関 と接触 して来 日した。1924年以降、日本 国内で東京 回教教 団や回教学校 を設立 し、亡命 タター
ル人な どの組織作 りに力 を注いだ。 しか し、 クルバ ンガ リーは 日本 国内で亡命 タタール人 アヤズ ・
イスハキー と衝突 し、事態が深刻化 したため、東京 回教礼拝 堂開設の直前 に国外へ追放 された[松
長2008:198-201]0
7)繧 遠 回教 公会の場合 、総会が清真大寺 、分会が ほか の清真 寺 に設置 された。総会会長 には楊 観元、
副会長 には曹万が就任 した。楊観元 は大寺 の教長 で、曹万 は徳厚 堂を経営す る有力者であ った。本
部 内の弁公処処長 を丈馨(支 福堂)が 担 当 した[代2001:213]。
8)例 えば、内モ ンゴルの包頭 で回民の子 どもた ちを相 手に 日本語 を教 えて いた菅沼正芳 は1932年7
月 に発足 した満洲国協和 会の元会員であ った。包頭 の文史 資料 で菅沼正芳の名前は よ く登場 し、 日
本語名 のほかに馬仁徳 とい う漢語の名前(回 民風 の名前)も 使用 していた。菅沼は包頭特務機関の
甘寧 回民支部 の顧問 だった[李 士栄1988:24]。
9)青 海省の馬歩芳 の利用 につい ては在上海領事館 日高信六郎[1938]の記録 に詳 しい。
10)興亜義塾第3期 生で蒙古班 に学 んだ築 山力(1921-1981)は、戦後、小村不二男 とともにイス ラーム
の宣教活動 に関わってい た。お そら く、戦後にイスラームに改宗 した らしく(イス ラー ム名 はサ リー
ム)、小村不二男 とともにイスラーム友愛連盟 を組織 ・運営 し、 日本 の若者 をイス ラーム諸国へ派
遣 してい た。小村の記録 によれ ば、築 山は昭和40年代 以降に転 身 した とい う[小村1988:110]。
11)『日本イス ラーム史』 には 当時 の特務 工作 につ いて小村 が具体的 に記 述 した箇所が散 見され る。同
書の資料提示や歴 史記述 の方法は学術 書 とは異 な り、それ ゆえ研究者 にはあま り参照 されない よう
だが、回教工作の関係者の口述資料 として は資料的価値が非常 に高い。
12)1941年11月21日に落成式典が開催 された。出席者は、厚和 特務機関、西北回教聯合会、厚和伊斯
蘭婦女協会 、回教 青年学校 の関係者であ った。厚和 特務機関長(小 倉 達次)、西北回教聯合会厚和
支部長兼総務 部長(支 馨)、同会厚和本 部副部長(?)が それぞれ祝辞 を述べた。除幕式 にあた っ
て大寺の宗務者(教 長職 にはない者)が アザー ン、す なわち礼拝 の呼 びかけを行 い、教長(劉 富瑞?)
がクルアー ンを朗訥 した。式典 の終 盤には大寺 の元教長(馬 謙譜)が 謝辞 を述べ ている。式典は午
後4時 に開始 して午後6時 に は終了 した[蒙 彊新報1941年11月24日]。なお、蒙彊新報 に記載
されていない情報 は他の文献資料 で補 足 した。
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13)回民会館のあ った旧城北門外東順城街 は現在の中山西路の 回民医院の付近で ある。
14)後述す る ように、小村 は1943年7月、西北事 情研 究所 を開設 し、蒙彊政権 下の回民調査 を実施 さ
せていた。例 えば、西北事情研究所 は 「厚和 市回民騎駝業者一覧表」 という回民 の隊商 に関する詳
細 な一次資料 を内部 資料 と して作成 ・報告 してい る(ア ジ ア歴史資料 センター-Ref.BO8061964800、
外 国旅商関係雑 件B-E-2-11-O-4:外務省 外交史料館)。
15)初代 理事長は陸軍少将が担当 した。
16)大久保 幸次が設立 した研 究機 関。1940年5月に回教 圏研究所 と改称 した。
t7)1942年11月、大東亜省 の大使館が張家 口に設立 され、その付設機関 として西北研究所が開設 され た。
機 関長は土橋一 次(蒙 古善隣協会理事 長、予備役 中将)、所長 は京都 帝国大学理学 部講師の今西錦
司が務 め、研究員 には石 田英一郎、藤枝晃、磯 野誠一、酒井行 雄、甲田和衛 、菊池杜夫、加藤泰安、
野村 正良、森下正 明、中尾佐 助、梅樟忠夫 がいた[中 生2000:218]。それ に先立 ち、1943年1月
に東京 に民族研 究所 が設立 されたが、同研究所 は文部省直轄 の研 究機 関であった。民族研究所の成
立お よび活動 につ いては中生[1997]に詳 しい。
18)ただ し、岩村 忍 は調査 団を統 括す る立場 にあ り、調査地 におけるイ ンタビュー調査 には参加せ ず、
佐 口と小野 が現 地の通訳 をともなって調査 を行 った とい う[中 生1997:54]。西北研 究所 の 甲田 と
野村 も調査 に同行 したが、民族研 究所の佐 口 と小 野が中心 となって準備作業 を行 った ようである。
なお、西北研究所 について は中生[2000:224]に詳 しい。
19)岩村忍の調査報告書 は、 中国ムスリムを研 究する中国人 によって も緻密 な調査方法 を高 く評価 され
てい る。近年、中国人研究者が漢語に翻訳 したが、現時点で も中国国内で は出版 されてい ない。
20)ただ し、 どち らか とい えば、定性 的資料 よ りは定量的資料の収集 ・分析 に重点 が置かれてお り、残
念なが ら、人類学者の民族誌の ように現地住 民の生活世界 を具体的に知る ことはで きない。
21)1942年2月25日、蒙古連合 自治政府 内に回教委員会が 設立され た。回教委員会の委員長 を蒋輝若(包
頭)、副委員長を曹英(厚 和)、李郁周(張 家口)、委員 を鄭仁斎(張 家 口)、王輔(大 同)、丈馨(厚
和)、呉愁功(包 頭)が 担当 した[蒙 彊新報1941年9月19日,1942年2月24日]。
22)北京 における 日本 の回教工作 につ いては新保[2002]に詳 しい。
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